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国文学研究資料館とポーラ文化研究所が協力・連携し、
化粧文化に関する資料をWEB公開へ

ポーラ文化研究所所蔵の古典籍・浮世絵 約300点をデジタル化
国文学研究資料館およびポーラ文化研究所のサイトで2021年春公開予定

国文学研究資料館（以下、「国文研」）とポーラ・オルビスグループで化粧に関する研究活動を
行うポーラ文化研究所（所在地：東京都品川区）は、「日本語の歴史的典籍に関する国際共同研究
ネットワーク構築」を推進する覚書を締結いたしました。現在、両機関が協力・連携して、ポーラ
文化研究所所蔵の化粧文化に関する古典籍（江戸時代以前の本）と浮世絵の約300点について、高精
細デジタル画像化とWEB公開への取り組みを進めています。対象資料は、国文研の「新日本古典籍
総合データベース」、ポーラ文化研究所の「蔵書データベース」「化粧文化データベース」で、令
和3（2021）年春頃に公開予定です。

ポーラ文化研究所の所蔵資料は、すでにポーラ文化研究所の「蔵書データベース」「化粧文化
データベース」などで公開していますが、今回の連携により、古典籍175冊の全ページWEB公開が
可能となります。また、国文研の日本古典籍ポータルサイト「新日本古典籍総合データベース」で
は、ポーラ文化研究所所蔵の古典籍・浮世絵を高精細デジタル画像でご覧いただけます。化粧・髪
型・装いなどに関する大規模な資料公開は、化粧文化への理解を広げるとともに、江戸時代を中心
とする風俗・文化史研究、文化活動の発展、海外からの日本文化理解の促進に大いに資することが
期待されます。

概要

本件に関するお問い合わせ先

国文学研究資料館 古典籍共同研究事業センター
事務室 管理係
E-mail: cijinfo@nijl.ac.jp
TEL: 050-5533-2988 / FAX: 042-526-8883

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス
ポーラ文化研究所 広報担当
E-mail: infobunken@po-holdings.co.jp

公開について
●公開時期：令和3（2021）年春頃公開予定
●公開サイト：国文研の「新日本古典籍総合データベース」https://kotenseki.nijl.ac.jp/

ポーラ文化研究所の「蔵書データベース」https://cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/library/
「化粧文化データベース」https://cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/data/

※ 具体的な公開日など、詳細は決まり次第、両機関のホームページでご案内します

資料について

佐山半七丸 著 / 速水春曉齋 画図
『都風俗化粧傳』
文化10（1813）年

●公開予定数：約300点（古典籍 175冊、浮世絵約120点）
ポーラ文化研究所所蔵の化粧・髪型・装いなどに関する、江戸時代を中心とした古典籍・浮世絵が対象です。
【資料例】詳細は別紙参照

渓斎英泉 画
「美艶仙女香」
文政頃（1818～30年頃）
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株式会社ポーラ・オルビスホールディングス ポーラ文化研究所

ポーラ文化研究所は、化粧を美しさの文化としてとらえ、学術的に探求することを目的と
して、1976年５月15日に設立されました。以来、日本と西洋を中心に、古代から現代まで
の化粧文化に関わる資料の収集と調査研究を行っています。
国内外の美術館への展示協力や、現代の化粧・美意識やライフスタイルに関する調査の実

施・公開のほか、2005年には化粧文化の専門図書館「ポーラ化粧文化情報センター」、
2018年には所蔵資料を検索・閲覧できる「化粧文化データベース」の運営を開始しました。
ポーラ文化研究所は、化粧を ”人が豊かに生きるための大切な文化”として広く、深く研

究し、その成果や文化資産を社会に公開することで、化粧文化への理解を広げるよう努めて
います。

【ポーラ文化研究所 ホームページ】
https://www.cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/

Twitter：@POLA_bunken Instagram：@pola_cosmeticculture

ポーラ文化研究所および国文学研究資料館のご紹介

ポーラ文化研究所のオリジナルデータベース
【蔵書データベース】https://cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/library/
【化粧文化データベース】https://cosmetic-culture.po-holdings.co.jp/data/

ポーラ文化研究所が「化粧」という視点で収集・保存してきた書籍、化粧道具や
装身具、絵画資料などを検索・閲覧できるデータベースです。
「蔵書データベース」は化粧の歴史、美容法、化粧品、化粧道具、髪型、ファッ

ション、美人観などに関する書籍約13,000件を検索できます。「化粧文化データ
ベース」では、江戸時代の浮世絵や化粧道具などを含む化粧文化に関する資料約
11,000件を検索できます。このデータベース公開などが評価され、ポーラ文化研
究所はデジタルアーカイブ推進コンソーシアムが主催する「2018年度デジタル
アーカイブ産業賞」貢献賞を受賞しました。

蔵書データベース 化粧文化データベース
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大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館

国文学研究資料館は、国内各地の日本文学とその関連資料を大規模に集積し、日本文学を
はじめとする様々な分野の研究者の利用に供するとともに、それらに基づく先進的な共同研
究を推進する日本文学の基盤的な総合研究機関です。
平成26（2014）年度からは、人文系では初の大規模学術フロンティア促進事業「日本語

の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」がスタートしており、国文研が中心と
なって国内外の大学などと連携し、日本語の歴史的典籍のデジタル化と、国際共同研究ネッ
トワークの構築を推進しています。

【日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画 ホームページ】
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

【国文学研究資料館 ホームページ】
https://www.nijl.ac.jp/

Twitter：@nijlkokubunken facebook：@nijlkokubunken2

ポーラ文化研究所および国文学研究資料館のご紹介

唯一の日本古典籍ポータルサイト
【新日本古典籍総合データベース】 https://kotenseki.nijl.ac.jp/

「新日本古典籍総合データベース」は「日本語の歴史的典籍の国際共同研究
ネットワーク構築計画」において国文学研究資料館が構築しています。
複数の機関が所蔵する古典籍の情報や、その高精細画像を一度に検索できる日

本古典籍ポータルサイトです。国文学の研究者だけでなく、学生、他分野の研究
者、産業界、広く市民のみなさまにも役立てていただけるコンテンツを無料で公
開しています。
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渓斎英泉 画「美艶仙女香」文政頃 (1818～30年頃)

現在、公開に向けてデジタル化を行っている資料をいくつかご紹介します。

画像の報道利用について
本リリースに関わる画像は、報道目的の場合のみ利用可能です。画像は以下よりダウンロードいた
だけます。
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/20200709_release_supple.zip（2021年7月30日まで公開）

潰し島田髷に結った芸者らしき女性が、
懐中鏡をのぞき込みながら白粉を首筋に
のばしている。こま絵にも描かれている
「美艶仙女香」は江戸京橋南伝馬町の坂
本が販売した白粉の商品名で、有名商品
として数々の浮世絵に登場する。手にし
ている刷毛には「志きぶ」とあるので、
全国的に有名になったとされる大坂の
「式部刷毛」だろうか。下唇をよく見る
と、緑色をしている。これは文化・文政
期に流行した紅の塗り方で、鈍く緑色に
光る様子から笹色紅（ささいろべに）と
呼ばれた。

美艶仙女香といふ
坂本氏のせいする
白粉の名高きに
美人をよせて

白粉に花の香のある美人かな

東西菴南北

三巻からなる美容総合読本。「顔面之部」
「手足之部」「髪之部」「化粧之部」「恰
好之部」「容儀之部」「身嗜之部」が収録
されている。化粧料のレシピ、スキンケア
法、白粉や紅の塗り方、ヘアスタイルなど、
扱うテーマは幅広い。大正まで何度も版を
重ねたロングセラーであり、その初版を今
回公開する予定。

佐山半七丸 著 / 速水春曉齋 画図
（さやまはんしちまる / はやみしゅんぎょうさい）

（みやこふうぞくけわいでん）
『都風俗化粧傳』文化10(1813)年

（けいさいえいせん）（びえんせんじょこう）

▲肩のいかりたるを撫肩に見する図

▲鼻の低きを高う見する伝

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/20200709_release_supple.zip


令和2年7月9日
■ 別紙 ■

三代歌川豊国 画 / 歌川国久 画(こま絵)「江戸名所百人美女 花川戸」
安政4～5(1857～1858)年

現在、公開に向けてデジタル化を行っている資料をいくつかご紹介します。

女性が鏡を前に、笄（こうがい）を挿そうと
している。膝元には簪（かんざし）が入った
箱も置かれている。こま絵に描かれた「花川
戸」は浅草寺の東の入口、隅田川を渡って向
島へ行く竹屋の渡しも近い名所で、歌舞伎の
「助六」にもゆかりがある。

「江戸名所百人美女」は、安政4年11月から
安政5年5月にかけて刊行、江戸名所に100人
の美女を関連づけて描いたものといわれてい
る。美人画を三代歌川豊国、画面右上の江戸
名所を描いた「こま絵」を歌川国久が担当し
た。流行の髪型や髪飾り、化粧道具などを生
き生きと描いており、当時の風俗や美容意識
を知る格好の資料といえる。

ポーラ文化研究所では、「江戸名所百人美
女」のうち37点を所蔵しており、今回その全
てを公開する予定。

（さんだいうたがわとよくに / うたがわくにひさ）（えどめいしょひゃくにんびじょはなかわど）

四巻からなる日本の女性の風俗を伝える貴重
な資料。結髪の起源や由来を中心に、鏡、櫛、
髪飾りなど、よそおいに関する事柄について
挿絵をまじえながら述べている。広範囲にわ
たる文献をもとに、古代から中世までの沿革
を考察している。「女子の化粧・服飾・雑
字」といった後編の目録も掲載されているが、
実際には後編は刊行されなかった。
本書は弘化4(1847)年版の後刷。

岩瀬百樹 (山東京山) 著『歴世女装考』
（いわせももき）（さんとうきょうざん）（れきせいじょそうこう）

画像の報道利用について
本リリースに関わる画像は、報道目的の場合のみ利用可能です。画像は以下よりダウンロードいた
だけます。
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/20200709_release_supple.zip（2021年7月30日まで公開）

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/20200709_release_supple.zip
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葛飾北斎 画『今様櫛 雛形』文政6(1823)年

現在、公開に向けてデジタル化を行っている資料をいくつかご紹介します。

浮世絵師・葛飾北斎による櫛（くし）と煙管（き
せる）の図案集。全三巻のうち二巻を櫛、一巻を
煙管にあてており、植物、山海の風景、人物、動
物、幾何学模様など様々なモチーフの図案が実物
大で描かれている。
実際にこれらの図案を用いて、職人たちは意匠を
凝らした櫛や煙管を作ったとみられる。

江戸城大奥に奉公に上がった女性の身分や
役職をテーマにした絵双六。雑用係の「御
はした」からスタートし、最高位の「中
老」や「老女」と、様々な役職を経て大奥
での出世をめざす内容になっている。
絵双六は一枚の紙をコマ割りし、それに絵
を描き入れたもの。サイコロの目だけ進ん
で「上がり」へたどり着く早さを競う「回
り双六」と、サイコロの目の数によって進
むコマが指定されている「飛び双六」があ
り、本作品は後者にあたる。

万亭應賀 作 / 国貞 画「奥奉公出世雙六」
弘化元年～元治元年頃(1844～1864年頃)

（まんていおうが / くにさだ）（おくほうこうしゅっせすごろく）

（かつしかほくさい）（いまようせっきんひながた）

画像の報道利用について
本リリースに関わる画像は、報道目的の場合のみ利用可能です。画像は以下よりダウンロードいた
だけます。
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/20200709_release_supple.zip（2021年7月30日まで公開）
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